
ついに刊行（前編）

ー
は
じ
め
に

。

（
平
成
二
十
三
）
年
に
親
鷲
聖
人

七
百
五
十
回
大
遠
忌
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た

り
、
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
〈
本
願
寺
教
学

本願寺教学伝道研究所だより

『浄土真宗聖典全書』

一 第二巻「宗祖篇上」－

の
教
え
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
親
鷲

聖
人
が
撰
述
・
編
纂

・
書
写
さ
れ
た
聖
教
を
は

伝
道
研
究
所
｜
｜
聖
典
編
纂
部
門
｜
｜
〉
で
は
、

宗
門
長
期
振
興
計
画
「
教
学

・
伝
道
の
振
興
」

の
一
環
と
し
て
、
二

O
O
五
（
平
成
十
七
）
年

度
よ
り
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
（
以
下
『
聖

典
全
書
』
と
略
称
）
全
六
巻
の
編
纂
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
聖
典
編
纂
部
門
で
は

「
浄
土
真

宗
聖
典
』
シ
リ
ー
ズ

（
原
典
版
聖
典
・
註
釈
版

聖
典

・
現
代
語
版
聖
典
）
を
編
纂

・
刊
行
し
て

史三き
料主ま
性吉し
を歪た
保~ 0 

持す 三
しべの
ってた、
つの υ‘
＼聖；の

領j教？冨
解げを尚

収文

言η量
に高は
j舌

針用
にで
則ヲき
り』る

聖
親典
晶君車 し一一
，鳥

聖を
人理
の念
聞に
か
れ新
たし
浄い
土編
真纂
宗方

じ
め
、
経
典
や
論
釈
、
歴
代
宗
主
な
ど
の
聖
教
、

26 

本
願
寺
の
関
係
史
資
料
な
ど
、
浄
土
真
宗
の
教
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え
に
関
わ
る
す
べ
て
の
聖
教
を
収
め
て
い
ま

す
。
い
わ
ば
浄
土
真
宗
聖
典
の
「
集
大
成
」
と

な
る
聖
典
で
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
聖
典
全
書
』
の
特
徴
に

つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

E
聖
典
編
纂
の
歩
み

本
願
寺
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
親
鷲
聖
人
大

遠
忌
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
御
影
堂
や
阿

弥
陀
堂
な
ど
の
諸
堂
の
再
建
・
修
復
と
と
も

に
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
教
義
の
領
解
や
伝
道

に
資
す
る
た
め
の
聖
典
、
ま
た
は
聖
教
の
語
句

特聞
にす
聖る
典辞
の書
編な
纂ど
は を
、刊

さピ空行
暦士し
十 E
ま
し
た
（
一
七
六

十大一
- J塁

帖1忌年
つのに
明記勤
和念修
二事さ
［業れ
ーでま
七『し
六真た
五宗親
］法鷲
年要聖
刊』人
）六五
が I快3百
刊三回

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
真
宗
法
要
』
が
「
親
鷲

聖
人
か
ら
蓮
如
上
人
ま
で
の
和
語
の
聖
教
を
集

め
た
も
の
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
た

び
の
『
聖
典
全
書
』
は
「
浄
土
真
宗
聖
典
の
す

~·· 
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べ
て
を
網
羅
す
る
」
と
い
う
大
規
模
な
編
纂
事

業
で
あ
り
、
『
真
宗
法
要
』

の
刊
行
以
来
、
実

に
二
百
五
十
年
ぶ
り
と
な
る
大
事
業
と
い
え
ま

す
（
図
1
）。

E
 『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
の
構
成

『
聖
典
全
書
』

は
、
次
の
四
部
構
成
と
し
、

六
巻
立
て
に
な
り
ま
す
。

一
、
三
経
七
祖
篇
（
一
巻
）

明和2 (1765）年に刊行された f真宗法要J31帖

一一、｛一一小

祖

篇
（
上
下
二
巻
）

相

伝

篇
（
上
下
二
巻
）

四
、
補

遣

篇
（
一
巻
）

ま
た
そ
の
内
訳
は
、
次
の
通
り
で
す
。

高i典本
僧f、聖「
｝ 曲阿
の浄典
壬ムム宗弥

毅主語陀
ゥート仏

っささの

言語語み
七義経孝
祖のと
篇 トそが
）礎？の説
とへ異 か
な訳れ
るのた
七k経根

一
一
、
「
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
開
示
さ
れ
た

親
鷲
聖
人
の
撰
述
聖
教
や
言
行
録
、
並
び

図1

に
編
纂

・
加
点

・
書
写
さ
れ
た
も
の
、
及

び
聖
人
が
尊
崇
さ
れ
た
聖
教
」
（
宗
祖
篇
）

覚？
知1；瓦
存Z霊
並覚1天
び替の

に詰み
敬1上教
重？人え
さつなを
れど継
たの承
聖著さ
卦述れ
とやた

言
行
録
、

四

「相
法T伝
扶土空
聖｝
人日
σコ

行
録

初
期
本
願
寺

を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
的
価
値
の
高
い
史

資
料
や
聖
教
」
（
補
遺
篇
）

以
上
、
計
百
六
十
を
超
え
る
聖
教
と
史
資
料

を
収
録
し
ま
す
。

N 

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
」

の
特
徴

i
読
み
や
す
く
、
領
解
・
伝
道
に
活
用
で
き
る
聖
典

機

有聖

安土塁

雪三
五は
万言 ，τb z百
干ザiん ，告会

鑓さ五ん圭ブて

~fu! 
て是
「教
原育

典
の
読
解

・
学
習
」
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

聖
典
で
す
。
『
真
宗
法
要
」
を
は
じ
め
と
し
て

本
願
寺
が
刊
行
し
て
き
た
聖
教
の
伝
統
を
重
ん

じ
な
が
ら
、
親
鷲
聖
人
、
蓮
如
上
人
の
筆
蹟
研

究
な
ど
最
新
の
書
誌
学
の
成
果
を
盛
り
込
み
、

親
鷲
聖
人
の
真
筆
を
す
べ
て
網
羅
す
る
な
ど
、

学
界
等
で
高
い
史
料
的
評
価
を
、
つ
け
て
い
る
善

本
を
底
本

・
対
校
本
と
し
て
採
用
し
て
い
ま

す。

じ
よ

ヲ

と

さ

ん
吉
よ

ヲ
必
う

『
浄
土
三
経
往

あ生t
る十；例
建け人ん、
ん孟古るえ

長？ と三い ば
七’を

（翻日型
二刻ii3目
玉す聖
主る教
乙場の

年合
親
！寵
聖
λ 
盲

筆

本
願
寺
蔵
で

本
を
「
略
本
」
系
統
の
底
本
と
し
て
採
用
し
て

い
ま
す
。
原
本
を
翻
刻
し
ま
す
と
図

2
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
原
本
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
踏

襲
し
つ
つ
、
片
仮
名
の
も
の
は
平
仮
名
で
示

．， 
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る
カミ

ゆ
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経
往
生
と
ま
ふ
す
、
ま
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難：の
思L ゆ
議へ
往’に
生子大

と
ま
ふ
す
な
り
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悌信楽
十
本
方
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衆
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表
得
’
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『浄土真宗聖典全書jの翻刻イメージ

r；争土三経往生文類j（略本）の原本と翻刻図2

し
、
濁
音
符
や
句
読
点
を
付
し
て
読
み
や
す
く

翻
刻
し
ま
す
。
読
解
に
配
慮
し
た
本
文
と
し
な

が
ら
も
、

基
本
的
に
は
原
本
に
基
づ
い
て
翻
刻

し
て
い
ま
す
の
で
、
原
本
の
確
認
も
で
き
る

「
史
料
性
」
も
保
持
す
る
こ
と
に
・な
り
ま
す
。

H

聖
教
の
流
伝
や
異
本
と
の
遣
い
が
一
目
で

わ
か
る

「
段
組
」
の
採
用

『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
に
は
、
大
別
し
て

文
言
の
大
き
く
異
な
る
二
種
類
の
系
統
が
伝
わ

本つ
」て
と h
呼ま
「ばす
広fれ
本tるそ
」もれ

とのは
呼と建
ば塵i長
れ ~z 主

t ；芸
の－ I_!:" 
で五り
す七
略

年
述
作
の

(J) 

広
『本
女日Iiは
来t

1重h堅
固えを
向~ ~ボ
己~f 罪

主主
会手
去後

で（~

略
本
と

のた
伝内
わ容
りに
方な
つ

流るて

伝Zい
）ま

2す
百」

がの
大よ
きう
くに
異聖
な教

る
聖
教
で
は
、

そ
の
違
い
が
容
易
に
比
較
で
き

る
よ
う
に
段
組
（
上
下
段
ま
た
は
上
中
下
段
）

に
し
て
翻
刻
し
て
い
ま
す
。
『
浄
土
三
経
往
生

文
類
』

の
場
合
で
は
、
「
広
本
」
系
統
で
あ
る

興
正
寺
蔵
鎌
倉
時
代
伝
宗
祖
真
筆
本
を
底
本
と

し
て
上
段
に
配
し
、
略
本
系
統
で
あ
る
本
願
寺

． 
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…一一一一一一川一言…………………一一…一一山

同本
を

左さ下
割1i段
のに
有配
無し
ゃて
違二
い段
な組
どと
がし
ひ、

と文
目言
での
わ異

か
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
（
図
3
）
。
そ

で
、
流
伝
さ
れ
て
き
た
諸
本
を
対
校
本
と
し
て

し
て
、
広
本
と
略
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
中

校
異
を
し
て
い
ま
す
。

~4 勢
暑で
『h Tこ

建皇

室出
ほ

~ゆかこ

信；三の
紗~it£
-Vt 号~ I~ 
蚕二真土と
；，；；；，像·r~

銘ffo 
…一』んで、

「本
文士
明 手正
五 三嘉

霊長杢
連組 手
女日 で明
上は千

-f'I), k 、！土
開三手 c;:
墜記長
ごと和Lす
圭、さ 。

を閉ん
L一一

上が
段あ
にり

（
真
筆
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接言
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上｝宙
人f宝
書一本

塁~ 
L__ ~口

を段
下 h
段

そ

「
高
田

れ
ぞ
れ
配
し
て
、
三
本
が
対
照
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
（
図
4
）。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
系
統
の
異
本
が

現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
聖
教
も
、
上
下
段
あ
る

のい
おは
音ご上
長ろ中

領下
解り
、、段

五平
る」
しょ
てつ、

配
慮
し
て
し、

ま

す
。

市
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そ
の
他
の
聖
教
に
つ
い
て
も
、
本
文
下
欄
に

は
対
校
本
と
の
違
い
を
示
す
校
異
を
載
せ
て
、

底
本
と
の
異
問
、
系
統
の
相
違
な
ど
が
よ
く
理

解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

v
発
刊
の
お
知
ら
せ

六
巻
立
て
の

『聖血（〈王室田」

の
う
ち
、
現
在

は
第
二
巻
目
の

「
宗
祖
篇
上
」
と
第
三
巻
自
の

「
宗
祖
篇
下
」
、
並
び
に
第
一
巻
目
の

「
三
経
七

祖
篇
」

の
編
纂
作
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
「
宗
祖
篇
上
」
が
、
来
春
の
三
月
、

い
に
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

親
鷲
聖
人
が
述
作
さ
れ
た
聖
教
と
聖
人
が
尊

図4

崇
さ
れ
た
聖
教
な
ど
を
収
録
し
た
「
宗
祖
篇
上
」

の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。
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駅
制
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か
長
完

全
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う
吉
ょ
、
す
し
ょ
‘ヮ
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ん

る

い

じ

よ

う

ど
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u
ん
る
い
じ
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し
ょ
、ヴ

ぐ

教
行
証
文
類
」
、
『
浄
土
文
類
緊
紗
』
、
『
愚

禿
紗
』
、
『
入
出
二
円
借
領
」
、
「
三
帖
和
讃

じ

よ

う

と

こ

う

そ

っ

，

ょ

っ

ぞ

う

ま

つ

（
浄
土
和
讃
、
高
僧
和
讃
、
正
像
末
和
讃
）
」
（
上

中
下
三
段
）
、
「
皇
太
子
聖
徳
奉
詑
（
七
十
五

だ
い
に
っ
ぽ
ん
こ
く
ぞ
く
さ
ん
お
う
し
ょ
っ
と
く
た

ρ
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E
う
さ
ら

『
大
日
本
国
粟
散
王
聖
徳
太
子
牽
讃

首百
十
四
宮首
目）

τ王
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f象浄
銘二七
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ム生
下
一文
互主
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－；.；下

二
段
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、

A日孟
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唯
イ言

ー＝司会、

在：三
如＇iご；
来ご（
み「

各：す
すミ二
徳j段
』昌＼／

『
如
来
二
種
回
向
文
』
、

「
親
鷲
聖
人
御
消
息
集
成

ー「

親
鷲

実z宇
（灯~ ~正
善；秒：主
性；』て消

息
十
二
通
」
、

「
古
写
消
息
六
通
」

杢ん親
』て驚

『聖
親入
管 御
聖消
入阜、
血｛；集

脈？円
丈i『

きi:
」息
集
「
親
鷲
聖

人
小
部
集
I

てコ

（
本
尊
影
像
讃
文
、
真
筆
願
文
・
経

と
い
は
つ
ね
は
ん
き
ょ
っ
ょ
す
む
ん

文
・
和
讃
、
経
釈
要
文
、
大
般
浬
繋
経
要
文
、

け
ん
ら
ん
し
ゅ
う
じ
よ
う
に
く
む
ん
と
ん
ま
か
ほ
さ
つ
も
ん

L
命

み

し

見
聞
集
、
浄
肉
文
、
曇
摩
伽
菩
薩
文
、
須
弥
四

、
さ
き
k
う

ら

ん

じ

ょ
っ
ど

ほ
ん
え
ん
き
ょ
う
む
ん
ど
ヴ
し
ゃ
く
ぜ
ん
じ

域
経
文
、
浄
土
本
隷
経
文
、
道
縛
禅
師
略
伝
、

さ
ん
こ
つ
い
ち
び
ー
す
も
向

烏
龍
山
師
井
屠
児
宝
蔵
伝
、
三
骨

一
廟

文
、
信

微
上
人
御
釈
、
数
名
目
・
十
悪
、
良
心
配
一
医
十
四

「
親
鷲
聖
人
小
部
集

E

（いい「

E
対
子
駅

L
じ
ゅ
う
は
ら
せ
い
が
ん

四
十
八
誓
願
、
光
明
寺
善
導

え
し
ん
に
し
よ
J

そ
く

『
恵
信
尼
消
息
』
、

記さ代

親 、
驚
夢
記
3三

長型
異1こ語
抄？
円’往
生
要
集
τ三

『
唯
信
紗
』
、

『
自
力
他
力
事
』
、

『
一
念
多
念
分
別
事
」
、
『
後
世
物
語
聞
書
』

四
十
七
の
聖
教
を
収
め
て
い
ま
す
。

第
一
弾
と
し
て
、
親
驚
聖
人
七
百
五
十
回
大

遠
忌
法
要
の
記
念
す
る
年
に
発
刊
す
る

「
宗
祖

篇
上
」

に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

第
二
巻

しミ。． 
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